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広
告
の
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申
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込
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秘
書
・
広
報
課
ま
で

◀
◀
◀

広
告

 
 

 
 
 
 

件数内訳 10月末 前年比
総件数 412件 ＋26件
　人身事故
（うち高齢者）

50件
（18）

－7件
（0）

　　死　者
（うち高齢者）

4人
（3）

＋2人
（＋2）

　　傷　者 61人 + 1人
　物損事故 362件 ＋33件

11月の納税

編
集
後
記

国民健康保険税▶第３期
納 期 限▶11月30日（水）
口座振替▶11月28日（月）

交通事故発生状況
※高齢者＝65歳以上

９月末現在 自 然 動 態 社 会 動 態 10月末現在 月間増減出生 死亡 計 転入 転出 計
男 12,421人 5 21 －16 15 16 － 1 12,404人 －17人
女 13,615人 9 10 － 1 14 31 －17 13,597人 －18人
合　計 26,036人 14 31 －17 29 47 －18 26,001人 －35人
世帯数 8,233世帯 8,227世帯 －6世帯

人口の動き

　

２
年
ぶ
り
に
長
尾
山
総

合
公
園
で
、
第
7
回
恐
竜

ク
ロ
カ
ン
マ
ラ
ソ
ン
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当

日
は
、
あ
い
に
く
の
小
雨

が
降
る
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン

で
し
た
が
、
市
内
外
か
ら

多
く
の
参
加
が
あ
り
、
盛

況
な
大
会
と
な
り
ま
し

た
。
大
会
風
景
な
ど
は
本

文
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

勝
山
市
が
整
備
を
進
め

て
き
た
勝
山
駅
前
広
場

が
、
完
成
間
近
と
な
り
ま

し
た
。
駅
前
の
ロ
ー
タ

リ
ー
と
、
日
本
最
古
の
電

気
機
関
車
テ
キ
６
の
動
態

展
示
、
そ
し
て
水
を
使
わ

な
い
融
雪
設
備
な
ど
話
題

が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

完
成
記
念
式
典
は
、
11

月
23
日
午
前
10
時
か
ら
で

す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

出会い・ふれあい出会い・ふれあい

観光プロデューサーに就任

　勝山市の観光振興を戦略的に推し進めるため
に、全国公募した観光プロデューサーに選任され
11月１日に就任した橋本渉さんです。広島市から
単身赴任で、任期は平成26年３月31日までです。
　今回応募した動機は、「ビジネスとして培って
きた観光の知識やスキルを、行政側として試して
みたかった。」ということで、「観光資源としての
魅力が勝山にはありますが、同時に観光地として
は足りないものも見えてきています。一朝一夕に
はいかないと思いますが、若い力などもお借りし
て、いろいろな方向から活性化を図りたい。」と
抱負を語りました。

橋本　渉さん（51）＝昭和町１＝

にこやかに抱負を語る橋本さん
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優
勝
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

■
君
原
健
二
さ
ん
講
演
会

　

全
レ
ー
ス
修
了
後
、
県
立
恐
竜

博
物
館
の
研
修
室
で
、「
私
を
育

て
て
く
れ
た
ラ
ン
ニ
ン
グ
」
と
題

し
、
君
原
健
二
さ
ん
の
講
演
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　

講
演
の
中
で
君
原
さ
ん
は
、「
目

標
を
持
っ
て
努
力
し
続
け
る
こ
と

が
大
事
だ
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
70
歳
で
す
が
、
75
歳
で
ボ

ス
ト
ン
マ
ラ
ソ
ン
に
招
待
さ
れ
る

た
め
、
そ
こ
で
完
走
す
る
こ
と
を

目
標
に
、
現
在
も
努
力
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
す
。

■
３
回
目
の
優
勝

　

こ
の
大
会
に
は
、
こ
れ
ま
で

に
50
歳
代
５
㎞
の
部
で
２
回
出

場
し
て
い
て
、
そ
の
２
回
と
も

優
勝
で
き
ま
し
た
。
今
回
は
60

歳
に
な
り
、
初
め
て
10
㎞
に
参

加
し
て
み
ま
し
た
。

　

ひ
そ
か
に
優
勝
を
狙
っ
て
い

た
の
で
、
今
は
ホ
ッ
と
し
て
い

ま
す
。

　

妻
が
遅
羽
町
比
島
の
出
身
な

の
で
、
前
身
大
会
で
あ
る
奥
越

マ
ラ
ソ
ン
に
も
参
加
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
ク
ロ
カ
ン
コ
ー
ス
は
、

市
街
地
に
近
い
場
所
に
あ
り
な

が
ら
、
起
伏
の
あ
る
面
白
い

コ
ー
ス
な
の
で
、
こ
れ
か
ら
も

参
加
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

講演する君原さん

林間を駆ける

選手受付風景

完走証の発行

自分の順位を確認

君原さんのサイン会の様子

ゴール前の激走親子の部表彰式

10
㎞
60
歳
以
上
男
子
の
部
優
勝

山  

本  

秀  

男 

さ
ん
（
60
）
＝
兵
庫
県
＝
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秋
の
木
立
を
駆
け
抜
け
る
！

秋
の
木
立
を
駆
け
抜
け
る
！

勝
山
恐
竜
ク
ロ
カ
ン
マ
ラ
ソ
ン
開
催

　

10
月
30
日
に
、
第
７
回
勝
山
恐
竜
ク
ロ
カ
ン
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
長
尾
山
総
合
公
園
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

■
１
４
７
３
人
が
参
加

　

〜
２
年
ぶ
り
に
開
催
〜

　

今
大
会
に
は
、
県
内
外
か
ら
１

４
７
３
人
の
参
加
が
あ
り
、
長
尾

山
総
合
公
園
を
中
心
と
し
た
、
２

㎞
、
３
㎞
、
５
㎞
、
10
㎞
そ
れ
ぞ

れ
の
コ
ー
ス
で
30
部
門
に
分
か
れ

て
、
小
学
校
低
学
年
親
子
の
部
か

ら
、次
々
と
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
朝
か
ら
小
雨
の
降
る

あ
い
に
く
の
天
気
で
し
た
が
、
参

加
さ
れ
た
選
手
の
皆
さ
ん
は
、
木

立
の
中
を
、
さ
っ
そ
う
と
駆
け
抜

け
て
い
ま
し
た
。

■
君
原
健
二
さ
ん
も
参
加

　

ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
、〝
か

つ
や
ま
マ
ラ
ソ
ン
大
使
〞
に
任
命

さ
れ
て
い
る
、
メ
キ
シ
コ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
銀
メ
ダ
リ
ス
ト
の
君
原
健

二
さ
ん
も
参
加
さ
れ
、
10
㎞
コ
ー

ス
な
ど
を
走
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
全
レ
ー
ス
修
了
後
、
君

原
さ
ん
の
講
演
会
も
開
か
れ
ま
し

た
。

家
族
５
人
で
選
手
宣
誓

　

〜
長
岡
さ
ん
ご
一
家
〜

　

今
大
会
の
選
手
宣
誓
は
、
長

岡
渉
さ
ん
（
43
）
＝
荒
土
町
新

保
＝
ご
一
家
５
人
で
仲
良
く
行

い
ま
し
た
。

　

本
番
で
は
、
家
族
み
ん
な
大

き
な
声
で
は
っ
き
り
と
「
美
し

い
自
然
を
楽
し
み
な
が
ら
、

ゴ
ー
ル
目
指
し
て
走
り
ぬ
く
こ

と
を
誓
い
ま
す
。」
と
、
力
強

く
宣
誓
し
ま
し
た
。

選手宣誓を行う長岡さん一家



5 　　 広報かつやま11月号 №684

学
校
教
育
奨
励
賞

長
谷
川
美
幸
（
53
）遅

羽
町
北
山

　

国
語
科
教
育
の
指
導
実
践
に
取

り
組
み
、
学
校
教
育
の
向
上
に
貢

献
さ
れ
て
い
る
。

北
川
真
寿
美
（
43
）
沢
町

　

複
式
教
育
の
指
導
実
践
に
取
り

組
み
、
学
校
教
育
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

島
田　

雅
仁
（
50
）鹿

谷
町
北
西
俣

　

社
会
科
教
育
の
指
導
実
践
に
取

り
組
み
、
学
校
教
育
の
向
上
に
貢

献
さ
れ
て
い
る
。

笠
川　

武
浩
（
45
）北

郷
町
東
野

　

社
会
科
教
育
の
実
践
と
部
活
動

指
導
に
取
り
組
み
、
学
校
教
育
の

向
上
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

ス
ポ
ー
ツ
賞

髙
野　

一
男
（
55
）村

岡
町
浄
土
寺

西
村　

眞
澄
（
51
）　

栄
町

　

第
27
回
全
日
本
シ
ニ
ア
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
選
手
権
大
会　

50
歳
以
上

混
合
ダ
ブ
ル
ス　

第
５
位

上
田　

健
吾
（
40
）
旭
町

　

第
27
回
全
日
本
シ
ニ
ア
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
選
手
権
大
会　

35
歳
以
上

男
子
シ
ン
グ
ル
ス　

優
勝

南
茂　

幸
夫
（
38
）
元
町

　

第
27
回
全
日
本
シ
ニ
ア
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
選
手
権
大
会　

35
歳
以
上

男
子
ダ
ブ
ル
ス　

第
３
位

学
校
文
化
賞

Ｔ
ｅ
ａ
ｍ 

Ｍ
Ｆ
Ｋ

（
勝
山
中
部
中
学
校
）

　

Ｗ
Ｒ
Ｏ
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
２
０
１
１

福
井
地
区
予
選
会　

優
勝

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
フ
ル
ー
ト
四
重
奏

（
勝
山
南
部
中
学
校
）

　

第
34
回
北
陸
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ

ン
テ
ス
ト　

フ
ル
ー
ト
四
重
奏　

金
賞

学
校
ス
ポ
ー
ツ
賞

南
茂　

蓮
太
（
成
器
南
小
６
）

斉
藤　
　

楓
（
成
器
南
小
６
）

　

第
19
回
全
国
小
学
生
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
選
手
権
大
会　

５
年
生
男
子

ダ
ブ
ル
ス　

第
５
位 

木
村
茉
梨
奈
（
成
器
西
小
６
）

中
村　

風
月
（
成
器
西
小
６
）

　

第
19
回
全
国
小
学
生
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
選
手
権
大
会　

５
年
生
女
子

ダ
ブ
ル
ス　

優
勝

横
山　

楓
子
（
成
器
西
小
５
）

有
馬　

里
歩
（
荒
土
小
５
）

　

第
16
回
北
信
越
小
学
生
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
選
手
権
大
会　

４
年
生
女

子
ダ
ブ
ル
ス　

第
３
位

玉
木　
　

遥
（
鹿
谷
小
５
）

　

第
16
回
北
信
越
小
学
生
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
選
手
権
大
会　

４
年
生
女

子
シ
ン
グ
ル
ス　

第
３
位

勝
山
南
部
ジ
ュ
ニ
ア

　

第
27
回
若
葉
カ
ッ
プ
全
国
小
学

生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会　

男
子
団

体
の
部　

第
３
位

勝
山
ジ
ュ
ニ
ア

　

第
22
回
北
信
越
小
学
生
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
大
会　

４
年
生
男
子
団
体

の
部　

第
３
位

福
島
由
梨
佳
（
勝
山
南
部
中
３
）

貞
光　
　

和
（
勝
山
南
部
中
３
）

　

第
43
回
東
海
北
陸
中
学
生
ス

キ
ー
大
会　

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

競
技　

女
子
リ
レ
ー　

優
勝

山
口　
　

茜
（
勝
山
南
部
中
２
）

　
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
カ
ッ
プ
第
30
回
全
日
本
ジ
ュ
ニ

ア
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会　

ジ
ュ
ニ
ア
の
部
女
子
シ
ン
グ
ル
ス　

第
３
位

中
野　

崇
人
（
勝
山
南
部
中
１
）

長
谷
川
貴
士
（
勝
山
南
部
中
１
）

　

第
19
回
全
国
小
学
生
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
選
手
権
大
会　

６
年
生
男
子

ダ
ブ
ル
ス　

第
５
位

三
屋　

美
咲
（
勝
山
南
部
中
１
）

坂
井　

愛
香
（
勝
山
南
部
中
１
）

　

第
16
回
北
信
越
小
学
生
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
選
手
権
大
会　

６
年
生
女

子
ダ
ブ
ル
ス　

第
３
位

木
村　

健
人
（
勝
山
高
２
）

　

第
63
回
中
部
日
本
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
選
手
権
大
会　

少
年
男
子
シ
ン

グ
ル
ス　

第
３
位

佐
々
木　

彩
（
勝
山
高
２
）

中
村　

美
輝
（
勝
山
高
２
）

　

第
39
回
全
国
高
等
学
校
選
抜
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
北
信
越
予
選
会　

女
子
ダ
ブ
ル
ス　

第
３
位

眞
柄　

友
美
（
勝
山
高
２
）

　

第
39
回
全
国
高
等
学
校
選
抜
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
北
信
越
予
選
会　

女
子
シ
ン
グ
ル
ス　

第
３
位

宇
田　

彬
人
（
勝
山
高
１
）

　

第
48
回
全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大

会
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技　

男

子
ク
ラ
シ
カ
ル　

優
勝

長
谷
川
晶
俊
（
勝
山
高
１
）

　

第
43
回
東
海
北
陸
中
学
生
ス

キ
ー
大
会　

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

競
技　

男
子
リ
レ
ー　

第
３
位

勝
山
高
等
学
校

男
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

　

第
39
回
全
国
高
等
学
校
選
抜
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
北
信
越
予
選
会　

男
子
団
体
の
部　

第
３
位

勝
山
高
等
学
校

女
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

　

第
39
回
全
国
高
等
学
校
選
抜
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
北
信
越
予
選
会　

女
子
団
体
の
部　

第
３
位
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文
化
賞

中
村　

壽
子
（
84
）鹿

谷
町
矢
戸
口

　

多
年
に
わ
た
り
短
歌
の
指
導
と

普
及
に
尽
力
し
、
文
化
向
上
に
貢

献
さ
れ
て
い
る
。

文
化
功
労
賞

出
口
良
志
子
（
80
）
沢
町

　

多
年
に
わ
た
り
川
柳
の
指
導
と

普
及
に
尽
力
し
、
文
化
向
上
に
貢

献
さ
れ
て
い
る
。

永
下　

春
雄
（
76
）
栄
町

　

多
年
に
わ
た
り
三
味
線
の
指
導

と
普
及
に
尽
力
し
、
文
化
向
上
に

貢
献
さ
れ
て
い
る
。

嶋
田　

洸
石
（
75
）
郡
町

　

多
年
に
わ
た
り
俳
句
の
指
導
と

普
及
に
尽
力
し
、
文
化
向
上
に
貢

献
さ
れ
て
い
る
。

野
邊
す
み
江
（
63
）
長
山
町

　

多
年
に
わ
た
り
ピ
ア
ノ
の
指
導

と
普
及
に
尽
力
し
、
文
化
向
上
に

貢
献
さ
れ
て
い
る
。

文
化
奨
励
賞

竹
田　

敏
子
（
72
）
栄
町

　

多
年
に
わ
た
り
合
唱
の
指
導
実

践
を
続
け
、
文
化
向
上
に
貢
献
さ

れ
て
い
る
。

澤
田　

泰
子
（
61
）
本
町

　

多
年
に
わ
た
り
童
謡
の
指
導
実

践
を
続
け
、
文
化
向
上
に
貢
献
さ

れ
て
い
る
。

学
校
教
育
賞

田
中
よ
し
子
（
59
）北

郷
町
東
野

　

多
年
に
わ
た
り
図
工
・
美
術
科

教
育
と
、
複
式
教
育
の
研
究
と
実

践
に
取
り
組
み
、
学
校
教
育
の
向

上
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

平
成
23
年
度
勝
山
市
教
育
委
員
会
表
彰

表
彰
式　

11
月
３
日
（
木
・
祝
）　

教
育
会
館
に
て

　文化、学校教育、スポーツなど各分野で功績のあった方々 42の個人および
団体が表彰されましたので、ご紹介します。 （順不同・敬称略）

※児童、生徒の表彰は各学校で行われました 
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学校教育の始まりは幼稚園から
幼児はいろいろな遊びを通して、たくさんのことを学び、身につけていきます。

遊びは学
び

「思いきり遊ぶ子」
「よく聞きよく話す子」
「考えてやり遂げようとする子」

幼稚園の
教育目標

心身ともにすこやかで
たくましい子を育てます！

問　学校教育課（☎88‐8112）

　

小
学
校
長
を
は
じ
め
地
域
の

方
々
に
、
幼
稚
園
教
育
の
内
容
や

運
営
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
る
評

議
員
制
度
を
取
り
入
れ
て
い
ま

す
。

　

小
さ
い
お
子
さ
ん
を
対
象
に
園

を
開
放
し
て
、
園
児
と
一
緒
に
好

き
な
遊
び
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
ま

す
。

み
な
み
か
ぜ
タ
イ
ム

　

成
器
南
幼
稚
園　
　

毎
週
火
曜

ち
び
っ
こ
広
場

　

勝
山
中
部
幼
稚
園　

毎
週
水
曜

　

遊
び
を
通
し
て
学
ぶ
楽
し
さ
を

知
り
、
積
極
的
に
関
わ
ろ
う
と
す

る
こ
と
は
、
小
学
校
へ
の
学
習
意

欲
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
小
学
生
と
の
交
流
活
動

や
小
学
生
と
同
じ
給
食
を
食
べ
る

な
ど
、
小
学
校
へ
の
滑
ら
か
な
移

行
を
進
め
て
い
ま
す
。

開
か
れ
た
幼
稚
園

を
め
ざ
し
て

子
育
て
支
援
と
し
て

小
学
校
と
の
連
携

◎広い園庭や大型遊具で思いきり体を使って遊
ぶことで、幼児期にふさわしい学びや体力の
向上を目指します。
◎「あいさつ運動」「ボランティア活動（行事
補助）」等を実施し、今しかできない子育て
を保護者と一緒に進めます。

◎異年齢保育で、いたわりや思いやりを育てて
います。
◎自分たちでルールなどを考えて遊ぶ「好きな
遊びの時間」を大切にしています。
◎小学校や地域との交流で、地域の方の教育力
を保育に活かしています。
◎視聴覚教材などを活用し、子どもたちの好奇
心を高める研究を進めています。

元気いっぱい、園庭で遊ぼう！ 水族館ごっこ 一輪車もスイスイ

成器南幼稚園　☎88－1328 勝山中部幼稚園　☎88－1271
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子どもはわがまちの宝子どもはわがまちの宝
～次世代育成委員会の取り組み～～次世代育成委員会の取り組み～

　子どもの数が年々減少していく中、市では家庭・地域・学校が連携して、
これからの「わがまち子育て支援」のあり方を考えることを目的として、次
世代育成委員会を立ち上げています。
　ここでは、今年度各地区で行った取り組みをご紹介します。

　12月３日に今年で３回目を
迎えるクリスマス会を開催しま
す。テーマは『絆

きずな

』です。
（写真は昨年の様子）

勝 山 地 区

　６月に村岡小学校４年生31
人が３泊４日の日程で、公民館
に寝泊まりして共同生活する
「わくわく合宿通学」を体験しまし
た。

村 岡 地 区

　９月に北郷小学校４年生14
人が「北郷町わくわく合宿通学」
を行い、ボランティアの方々と
交流を深めながら、生活基礎能
力の向上に努めました。

北 郷 地 区

　５月に立てた行動目標「あい
さつから会話へ」を各家庭で取
り組んでもらうよう、ポスター
を作成して全戸配布しました。

猪野瀬地区

　６月に子どもたちに野向の自
然の素晴らしさと「野性味」を
身につけてもらうイベントとし
て、ホタル鑑賞会を開催しまし
た。

野 向 地 区

　９月の「鹿谷町合宿通学」で
は、鹿谷小学校４年生11人が
地域内外の多くのボランティア
の方たちに見守られながら、大
きく成長しました。

鹿 谷 地 区

　10月30日の町民文化祭で、
地域住民と子どもたちとのふれ
あい交流を目的に、もちつき交
流会を開催しました。

平泉寺地区

　７月に開催された「第４回町
民ラジオ体操祭」には、幼児か
らお年寄りまで約260人が参加
し、ラジオの曲に合わせて元気
よく体操をしました。

荒 土 地 区

　遅羽公民館で地域の方を講師
に招き、6月から9月まで全6回、
子ども将棋教室を開催しまし
た。子どもたちが児童館から公
民館に遊びに来てくれました。

遅 羽 地 区
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健康ウォークの様子

運動の　　、
　楽しく

　メタボリックシンドロームや介護の
予防などを目的として、市営温水プー
ルで水中運動教室が開かれています。 

　

運
動
を
す
る
こ
と
で
、

私
た
ち
の
体
に
ど
の
よ
う

な
効
果
が
生
ま
れ
る
の
で

し
ょ
う
か
!?

運
動
に
よ
る
効
果

◆
か
ら
だ
に
良
い

　

肥
満
の
解
消
や
生
活
習
慣
病

（
糖
尿
病
・
高
血
圧
等
）
の
予
防

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

な
お
、
今
年
度
の
水
中
運
動
教

室
の
参
加
者
の
体
重
が
、
平
均
で

約
２
㎏
減
り
ま
し
た
。（
教
室
期

間
は
約
２
か
月
間
で
計
８
回
実

施
）

◆
心
に
良
い

　

ス
ト
レ
ス
が
軽
減
し
、
気
分
が

爽
快
に
な
り
、
質
の
良
い
睡
眠
を

と
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

他
に
も
、
運
動
を
通
じ
て
友
達

が
増
え
た
り
、
家
族
と
の
絆
を
深

め
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

目的に応じた運動を選ぶ
①ストレッチ体操
　　筋肉の緊張を緩め、血のめぐり
を良くします。筋肉痛や疲労物質
を解消するため、疲労回復にも役
立ちます。
②筋力トレーニング
　　息を止め、グッと力を入れる運
動がその代表です。ベンチプレス
や鉄アレイを使ったもの、腹筋や
腕立て伏せなどがあります。
③有酸素運動
　　取り込んだ酸素を使って、体内
の糖質や脂肪をエネルギー源とし
て燃焼させる運動です。ウォーキ
ング、サイクリング、水中ウォー
キングなどがあります。 

　、、秋秋

私なし
健康アッ

プ！
健康アッ

プ！

１時間当たりの消費カロリー（目安）

無理せず、体力に合わせて
運動を継続することが大切です

水中ウォーキング
200～ 250k㎈

バドミントン
350～ 450k㎈

ウォーキング
150～ 200k㎈

クロール
1000～ 1300k㎈

ヨ　ガ
200～ 250k㎈

家の掃除
130～ 150k㎈

ジョギング
500～ 600k㎈

広報かつやま11月号 №684 　　 8
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0

5

10

15

20

25

30

35
（人）

年代別参加人数 職業別参加人数

男女別参加人数

体験メニュー別参加人数

地域別参加人数

滞在日数別参加人数

学生
68人

社会人
25人

男子
28人女子

65人

関西
47人

中京
9人

北陸
14人

関東
15人

海外5人

10代 20代 30代 40代 50代 60代

27

50

10
3 1 2

ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
の
お
世
話

30

「
そ
の
他
野
菜
等
」作
業

3

公
園
管
理

耕
作
放
棄
地
の
再
生

古
民
家
の
再
生

「
菊
」作
業

「
水
稲
」作
業

「
さ
と
い
も
」作
業

「
ね
ぎ
」作
業

「
メ
ロ
ン・ミ
デ
ィ
ト
マ
ト
」作
業

11

20

13

1

１
泊
２
日

15

２
泊
３
日

32

３
泊
４
日

17

４
泊
５
日

1
５
泊
６
日

14

６
泊
７
日

1
７
泊
８
日

1
13
泊
14
日

12

8

1

8 7

九州 1人
四国 1人
山陽・山陰1人

牛のお世話（平泉寺町小矢谷）

菊の出荷作業（平泉寺町大渡）

田んぼの草とり（猪野口）古民家修復作業（北谷町小原）

さといも掘り（平泉寺町岡横江）

今年も人気です！

田舎暮らし体験
　田舎暮らしを体験するため、今年も
多くの方が勝山市を訪れています。

■
年
々
増
え
る
参
加
者

　

勝
山
市
は
３
年
前
か
ら
福
井
県

と
連
携
し
て
、
田
舎
暮
ら
し
体
験

参
加
者
を
募
集
し
、
様
々
な
メ

ニ
ュ
ー
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

一
昨
年
度
は
80
人
、
昨
年
度
が

１
1
１
人
、
そ
し
て
今
年
度
は
１

３
６
人
の
申
し
込
み
が
あ
り
、
10

月
末
現
在
で
93
人
が
す
で
に
参
加

し
ま
し
た
。

■
女
性
に
人
気

　

参
加
者
の
約
７
割
が
女
性
で
、

職
業
別
で
は
学
生
の
参
加
が
７
割

を
超
え
て
い
ま
す
。

（
平
成
23
年
11
月
現
在

　

デ
ー
タ
は
農
業
政
策
課
提
供
）

■
牧
場
が
人
気
№
１

　

体
験
メ
ニ
ュ
ー
で
は
「
ジ
ャ
ー

ジ
ー
牛
の
お
世
話
」
が
最
も
多
く

人
気
で
す
。

　

耕
作
放
棄
地
の
再
生
、
古
民
家

修
復
（
小
原
地
区
）
の
参
加
者
も

年
々
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

■
関
西
方
面
か
ら
多
数
参
加　

　

地
域
別
で
は
、
関
西
方
面
か
ら

の
参
加
者
が
半
数
を
占
め
て
い
ま

す
。
次
い
で
関
東
、
北
陸
か
ら
の

参
加
者
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
海
外
か
ら
の
参
加
も
あ

り
ま
す
。

　

滞
在
日
数
で
は
、
２
泊
３
日
が

最
も
多
く
、
最
大
で
13
泊
の
参
加

も
あ
り
ま
し
た
。
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ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
の
ご
紹
介

（
順
不
同
、
敬
称
略
）

勝
山
市
水
道
事
業
業
務
状
況
【
上
半
期
】　
期
間　

４
月
１
日
〜
９
月
30
日 

◆
金
賞

前
川
祐
里
奈
（
中
部
中
２
）

◆
銀
賞　

松
井
優
佳
（
成
器
南
小

５
）、野
村
友
香
（
成
器
南
小
６
）、

岡
崎
映
子
（
南
部
中
２
）、
國
吉

優
太
（
中
部
中
２
）

◆
銅
賞　

野
村
昂
世
（
成
器
南
小

４
）、
高
田
瑞
稀
（
鹿
谷
小
６
）、

義
岡
征
二
郎
、
宮
本
莉
帆
（
村
岡

小
６
）、杉
平
菜
摘
（
中
部
中
１
）、

酒
井
優
希
、
丸
山
翔
子
（
南
部
中

２
）、
加
藤
朱
音
（
中
部
中
３
）

◆
金
賞　

下
牧
優
利
（
荒
土
小

２
）、
山
田
渓
太
郎
（
成
器
西
小

４
）、
島
田
健
史
（
鹿
谷
小
６
）、

畑
中
玲
那
（
北
部
中
１
）、
山
中

博
登
（
南
部
中
２
）

◆
銀
賞　

林
文
丸
、田
中
誠
也（
北

郷
小
２
）、
杉
本
隼
飛
（
成
器
南

小
４
）、
齊
藤
日
和
（
成
器
南
小

５
）、
橋
爪
瑞
貴
（
野
向
小
５
）、

留
田
文
太
朗
（
成
器
南
小
６
）、

谷
口
千
尋
（
成
器
西
小
６
）、
東

野
絵
菜
（
中
部
中
１
）、
嶋
田
美

季
（
北
部
中
２
）、堀
川
真
央
（
南

部
中
３
）

◆
銅
賞　

小
林
奈
央
（
荒
土
小

２
）、
笹
木
真
碧
（
荒
土
小
３
）、

木
下
颯
、石
川
瑚
梅（
北
郷
小
３
）、

中
村
愛
里
奈
、
前
川
嵩
登
、
伊
東

華
蓮（
成
器
西
小
４
）、石
塚
遼
河
、

小
泉
陽
（
野
向
小
５
）、
下
牧
穂

乃
香（
荒
土
小
５
）、中
村
瞳
吾（
平

泉
寺
小
６
）、
藤
村
遥
花
（
荒
土

小
６
）、
中
村
仁
美
、
坂
本
翠
（
中

部
中
１
）、
平
林
由
莉
、
桝
家
美

波
（
中
部
中
２
）、中
村
汐
里
（
南

部
中
２
）、島
田
若
奈（
北
部
中
３
）

下
水
道
絵
画
・

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

青
少
年
健
全
育
成
啓
発
図
画
・

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

齋藤　柚季（三室小６）

業
務
の
概
要

　

上
半
期
の
給
水
量
は
１
２
９
万

立
方
メ
ー
ト
ル
（
前
年
度
比
０
・

９
％
増
）、
給
水
収
益
は
１
億
６

８
５
５
万
円
（
前
年
度
比
６
・

5
％
増
）
と
前
年
度
を
上
回
り
ま

し
た
。

　

前
年
度
と
比
較
し
て
、
給
水
量

は
微
増
な
の
に
対
し
、
給
水
収
益

が
増
加
し
た
要
因
と
し
て
は
、
平

成
23
年
度
５
月
検
針
分
か
ら
実
施

し
た
料
金
改
定
（
平
均
改
定
率
＋

６
・
３
％
）
が
考
え
ら
れ
ま
す
。 

事
業
の
概
況

　

市
民
の
日
常
生
活
の
基
盤
と
し

て
、
安
全
で
清
浄
な
水
の
供
給
を

図
る
た
め
、
上
水
道
第
８
次
拡
張

事
業
計
画
に
基
づ
き
、
拡
張
お
よ

び
改
良
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

上
半
期
の
建
設
改
良
工
事
お
よ

び
業
務
委
託
の
契
約
状
況
は
、
１

２
６
２
万
１
０
０
０
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。
主
な
事
業
は
下
記
の
と

お
り
で
す
。

【
改
良
事
業
】

・
牛
ヶ
谷
水
系
遠
方
監
視
制
御
機

器
・
流
量
計
更
新
工
事
（
野
向

町
牛
ヶ
谷
地
係
）

・
立
川
水
源
地
１
号
取
水
ポ
ン
プ

取
替
工
事
（
立
川
町
２
丁
目
地

係
）

・
勝
山
市
上
水
道
中
央
監
視
制
御

シ
ス
テ
ム
実
施
設
計
業
務
委
託

（
立
川
町
２
丁
目
地
係
）

問　

上
下
水
道
課
（
市
民
会
館
２

階
） 

（
☎
88
‐
８
１
０
９
）

団体ご紹介

おいでねんせの会
　平成21年２月、地産地消を促進し、新鮮で安全
安心な農作物を提供しようと、市内の直売所と加
工グループが集まり「おいでねんせの会」を結成
しました。手工芸品や地場野菜を使った加工品を、
市内で開催されるイベントで販売しています。
　同会の前田利蔵さんは、「お客様へのあいさつ
や会話に心を配りながら、笑顔で接客することを
心がけています。」と話しました。

店
頭
に
並
べ
ら
れ
た

手
工
芸
品

う
ま
い
も
ん
祭で

の
様
子
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昨年の８月のコンサートの様子

新体育館建設に関する新体育館建設に関する
地区別説明会 地区別説明会 の開催（全３回）の開催（全３回）

◆第１回（荒土公民館） 11月14日（月）
◆第２回（猪野瀬公民館） 11月21日（月）
◆第３回（教育会館） 11月25日（金）
※各回午後７時から開催します

新体育館建設委員会委員の一般公募新体育館建設委員会委員の一般公募
募集人員▶３人（委員12人のうち３人を募集します）
任　　期▶平成25年３月末日まで
応募方法▶所定の申込書に必要事項を記入して、下

記まで提出してください
応募締切▶11月22日（火）
・問　生涯学習・スポーツ課（教育会館２階）

（☎88‐ 8114）

所
在
地
▼
奥
越
地
域
地
場
産
業

振
興
セ
ン
タ
ー
３
階

広　

さ
▼
約
25
㎡

設　

備
▼
冷
暖
房
完
備
、
電
話
回

線
（
１
回
線
）、光
フ
ァ
イ
バ
ー

ケ
ー
ブ
ル
（
１
０
０
Ｍ
Ｂ
）

費　

用
▼
無
料
（
共
益
費
と
し
て

月
額
４
３
０
０
円
、電
気
料
金
、

電
話
料
等
は
実
費
）

利
用
期
間
▼
平
成
24
年
４
月
１
日

か
ら
３
年
間
（
最
長
２
年
の
延

長
可
）

申
込
締
切
▼
12
月
27
日
（
火
）

※
申
込
方
法
な
ど
は
左
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

・
問　

商
工
振
興
課
（
市
役
所

２
階
） 

（
☎
88
‐
８
１
０
５
）

と　

き
▼
11
月
26
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　

27
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

※
27
日
は
午
後
３
時
ま
で

と
こ
ろ
▼
奥
越
地
域
地
場
産
業

振
興
セ
ン
タ
ー

内　

容
▼
手
作
り
の
草
木
染
・
木

工
品
の
展
示
販
売
な
ど

問　

奥
越
地
域
地
場
産
業
振
興
セ

ン
タ
ー 

（
☎
88
‐
３
７
０
０
）

と　

き
▼
11
月
26
日
（
土
）

　

開
場　

午
後
６
時
30
分
〜

　

開
演　

午
後
７
時
〜

と
こ
ろ
▼
市
民
会
館　

大
ホ
ー
ル

入
場
料
▼
大
人　

１
０
０
０
円

　

高
校
生
以
下　
　

１
０
０
円

　

※
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
会
員
の
場
合

　

大
人　
　

８
０
０
円

　

高
校
生
以
下　

無
料

問　

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
課

（
教
育
会
館
２
階
）

 

（
☎
88
‐
８
１
１
４
）

昨年昨年昨昨昨年昨年昨年昨年昨年昨年昨年昨年昨年昨年昨年昨年昨昨年昨年昨年昨年昨年昨年年昨年昨年昨年昨年年年年昨年年昨年昨昨年昨年昨年昨年昨年昨年昨年昨年昨年昨年昨年年年昨年昨年昨年昨年昨年昨年昨年昨年昨年昨年昨年昨年昨昨昨年昨年昨年昨年昨年年昨年昨年昨年昨年昨年昨年昨年昨昨年昨年昨年昨年昨年昨昨年昨年昨年昨年昨年昨年昨昨昨昨年昨年昨年昨年昨年昨年昨年年昨年昨昨年昨年年年昨年昨年昨年年昨昨年昨年昨年昨年年年年年年年年昨昨昨昨昨昨年年昨年年年年年年年年年年年年昨年昨年昨年昨年昨年昨年昨昨昨昨年年昨年年年年昨年年昨年年年年年昨年昨年昨年年年昨年昨年昨年昨年昨年昨昨年年年年年年年年昨年年昨年昨年年年昨年昨年昨年昨年昨年昨年昨昨昨昨昨昨昨昨昨年年年昨年昨年年昨年年昨年昨年年年昨年年昨年昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨年昨年昨年年年年昨年昨年昨年昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨年昨年昨年年年年年昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨年昨年年昨年昨年年年昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨年昨昨昨年年年昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨年昨昨昨昨昨昨年年昨年年年年年年年年年昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨年昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨年昨昨年昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨年昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨年のののののののののの８のの８の８の８の８の８の８の８の８の８８の８の８８の８の８の８ののの８の８のののの８のの８８の８のの８の８の８の８８８の８のののの８８８の８の８の８のののの８の８の８の８８８８の８の８の８８８８のの８の８の８８８８８８の８８８８８８８８の８８のの８の８の８の８８８８８８の８８８８の８８の８の８８の８の８ののののののの８８８８８８の８８８８８８８の８の８８８の８の８８の８のののののののののののののののののの８８の８の８の８の８の８の８の８の８の８の８８の８のののののののののののののの８の８８の８の８の８８の８ののののののののののののののののののの８の８８の８の８８の８ののののののののののののののののの８ののののののののののののののの８ののの８ののの８８８８８の８８８８の８８ののののの８８８８の８８８８８８８の８月月月月月月月月月月の月の月の月の月の月の月の月の月の月の月の月の月の月の月の月の月の月の月の月の月の月の月月月月月月月月月の月の月ののの月のの月の月の月の月の月の月の月の月月月月月月月のの月月月月月月月月月のののの月の月の月の月月月月月月月月月月の月の月月月月月月月月の月月月月月月月月月月の月ののの月月月月月月の月月月月月月の月の月の月の月月月月月月月月月月月月月月の月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月 コンコココンコンココンコンコンコンコンンコンンコンコンココンコンコココココンンンンコンンコンココココンココココココココンサーサーサーサーサササーサーサササーサーサーサーササーサーササーサーサーサササーサーサササーサーサーサササササーサーサーーーササササササーサササ トのトのトのトのトのトのトのトのトのトののトのトののののトのトのトトトののののののののトのトのトのトトののののののトトトのトののトののののののトトのののののののトトののののののトのトのののののののののののののののののののトののののののののトトののののののののののののののののののののトの様子様子様子様様子様子様子様子様子様子様子様子様子様様子様子様子様様子様子子様子様子様子子様子様子様子様子様子様子様子様子様子子子子様様様子様子様子様子様子様子子様子様様様様様様様様子様子様子様様様様子様子子子子子子様子子様様様様様様様様様様様子子子子子子子様子様子様様様様子様様様様様様様様様様様子子子子子子子子様子子様様様子様様様様様様様子様子様子子子子子様子子様様様様様様子様子様子子子様子様子様子子様子子子様様様様様子様様様様子様様子様様子子子子子様子様子子子子子子子様子様子様子様様様様様子様子様子子子子子子子子子子子様様様様様様子子様子様子子子子子子子子様様様様様様様様様子子子子子子様子子子子子子子子様様様様様様様子様様子子子様子様子子様子子子子子子子様子子子子子子子子子子様様様様様様様様様様子様子子子子様子子様子子子様子子子子子様子子子子子子子子子子様様様様様様様様様様様様様子子子様子様子子子子子子子子様様様様様様様様様様様様様子様子様子子子様子子子子子子様様様様様様様子様子子子子様様様様様様様様様様子様子子子子子子子子様子様様様様子様子子子子子子様様様子子子子様様様様様様子子子子子子子子様様様様様子子子様子子子様様様子子様様様子子子様様様様子子子子様子様様様子子子子子子子子様子子様様子子子子様様様様様様様子子子子様様様様様様子子様子様様様様様様様子子子子様様様様様様様様様子子様子子子子様様様様様様子子子様様様様様様様子様子子子子子子子

昨年の講習の様子昨年の講習の様子

左義長おはやし講習会左義長おはやし講習会
参加者募集！参加者募集！

陸上自衛隊第１０音楽隊陸上自衛隊第１０音楽隊
クリスマスコンサートクリスマスコンサート

講習期間▶12月９日（金）～２月13日（月）
　　　　　午後７時30分～（全10回）
　　　　　開講式・初回講習日　
　　　　　　12月９日（金）午後７時～
ところ▶市民会館３階　第１会議室
内　容▶三味線、笛、太鼓（経験者コース有）
費　用▶無料（要申込）
※三味線は貸出可、笛・太鼓バチは自己負担
・問　勝山左義長まつり実行委員会事務局

（☎88‐ 8117）

と　き▶12月10日（土）
　　　　開場　午後６時30分～
　　　　開演　午後７時～
ところ▶市民会館　大ホール
費　用▶無料（要整理券）
整理券配布先▶市役所、各公民館、すこやか
配布開始日▶11月29日（火）
問　総務課（市役所２階） （☎88‐ 1116）
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10
月
22
日
・
23
日
に
、
長
野
県
阿あ

智ち

村む
ら

で
行
わ
れ
た
第
17
回
日
本
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
研
究
会
全
国
大
会
に
、
勝
山
市
エ
コ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
協
議
会
か
ら
13
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

阿
智
村
は
、
長
野
県
の
南
端
に
あ
る
勝

山
市
の
山
間
部
と
よ
く
似
た
山
村
で
す
。

源
氏
物
語
や
枕
草
子
な
ど
の
古
典
文
学
に

登
場
す
る
園
原
の
里
、
南
信
州
最
大
の
温

泉
郷
・
昼
神
温
泉
な
ど
、
自
然
文
化
資
源

に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
あ
っ
ち
っ
ち
人

　

１
日
目
は
、
阿
智
村
の
資
源
を
巡
る
８

つ
の
探
訪
コ
ー
ス
が
用
意
さ
れ
、
各
自
興

味
が
あ
る
ツ
ア
ー
に
参
加
し
ま
し
た
。
そ

れ
ぞ
れ
の
訪
問
先
に
は
案
内
人
が
い
て
、

生
き
生
き

と
自
由
に

解
説
さ
れ

て
い
ま
し

た
。
案
内

人
は
、
自

分
た
ち
を

「
阿
智
村
」

と「
熱
い
」

に
か
け
て

「
あ
っ
ち
っ
ち
人
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

情
熱
を
も
っ
て
地
域
の
こ
と
を
し
っ
か
り

勉
強
さ
れ
て
い
る
の
だ
な
と
、
強
く
印
象

に
残
り
ま
し
た
。

地
域
再
生
の
手
法

　

２
日
目
は
、「
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の

原
点
を
考
え
る
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
、
１
９
６
０
年

代
に
フ
ラ
ン
ス
で
提
唱
さ
れ
た
「
地
域
づ

く
り
」
の
手
法
で
、
過
疎
化
の
進
行
や
少

子
高
齢
化
が
進
む
地
方
を
活
性
化
す
る
た

め
に
用
い
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
そ
し
て
、

１
９
９
０
年
代
に
な
る
と
日
本
に
も
取
り

入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
13
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
勝
山
市
の

エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
、
地
域
資
源
を

再
発
掘
し
、
保
存
・
共
有
、
そ
し
て
活
用

す
る
こ
と
を
進
め
て
い
ま
す
。そ
の
中
で
、

昔
か
ら
あ
る
も
の
だ
け
で
な
く
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
な
が
る
よ
う
な
新

し
い
資
源
も
生
み
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

住
民
が
知
的
で
創
造
的
な
暮
ら
し
を
実

現
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
活
動
を
持
続

さ
せ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
ま
た

課
題
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

（
エ
コ
協
広
報
委
員
会
）

問　

未
来
創
造
課
（
市
役
所
2
階
）

 

（
☎
88
‐
１
１
１
５
）

第
6
回　

勝
山
の
秋
が
変
わ
っ
て
き
て
い

ま
せ
ん
か
？

　

今
回
は
、「
勝
山
の
秋
」
の
変
化
に
つ

い
て
書
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
身
近
な
秋

の
姿
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
気
温
の
変
化

　

今
年
、
勝
山
の
最
高
気
温
の
記
録
が
塗

り
替
え
ら
れ
ま
し
た
。
２
年
続
け
て
の
猛

暑
で
し
た
。こ
れ
に
よ
り
広
葉
樹
の
葉
が
、

高
温
障
害
を
受
け
て
広
範
囲
で
枯
れ
ま
し

た
。
最
近
の
紅
葉
は
、
昔
に
比
べ
て
色
鮮

や
か
さ
に
欠
け
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

も
し
、
こ
の
気
温
の
変
化
が
地
球
温
暖

化
に
よ
る
も
の
な
ら
、
今
後
、
勝
山
の
姿

は
さ
ら
に
変
わ
っ
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

■
農
耕
の
変
化

　

以
前
よ
り
も
水
田
の
乾
田
化
が
進
み
、

麦
な
ど
へ
の
転
作
の
頻
度
が
上
が
っ
て
い

る
よ
う
で
す
。
田
ん
ぼ
に
水
を
張
る
と
、

赤
と
ん
ぼ
が
多
数
産
卵
に
集
ま
る
こ
と
か

ら
も
、
産
卵
場
所
に
飢
え
て
い
る
よ
う
で

す
。
ま
た
、
転
作
さ
れ
た
年
に
は
確
実
に

赤
と
ん
ぼ
が
羽
化
し
ま
せ
ん
。

　

ま
だ
ま
だ
赤
と
ん
ぼ
の
多
い
勝
山
で
す

が
、
そ
れ
で
も
昔
に
比
べ
た
ら
数
は
減
っ

て
い
ま
せ
ん
か
？

■
景
観
の
変
化

　

勝
山
を
と
り
ま
く
山
々
に
は
、
ス
ギ
ば

か
り
が
目
立
ち
ま
す
。
ス
ギ
は
秋
で
も
緑

色
の
ま
ま
で
す
。
ス
ギ
が
な
か
っ
た
昔
の

勝
山
の
秋
は
、も
っ
と
広
葉
樹
の
紅
葉
で
、

多
様
な
色
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
？

　

い
た
る
と
こ
ろ
に
、
黄
色
い
花
が
大
量

に
咲
い
て
い
ま
す
。
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ

ソ
ウ
と
い
う
ア
メ
リ
カ
原
産
の
外
来
種
で

す
。
ス
ス
キ
な
ど
を
駆
逐
し
、
大
量
の
種

子
を
飛
ば
し
て
分
布
を
拡
げ
ま
す
。
種
子

が
実
る
前
に
刈
り
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

鹿
谷
小
学
校
の
５
年
生
も
積
極
的
に
周

囲
の
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
を
駆
除
し

て
い
ま
す
。
こ
の
黄
色
い
花
、
以
前
よ
り

拡
が
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
■
心
の
変
化

　

皆
さ
ん
の
心
は
、
身
近
な
秋
の
変
化
を

捉
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
？

　

皆
さ
ん
が
小
さ
な
変
化
に
気
付
き
、
因

果
関
係
を
考
え
る
こ
と
で
、
勝
山
ら
し
い

秋
の
風
景
が
維
持
さ
れ
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
美
し
い
と
思
っ
た
勝
山
の
秋

の
姿
を
、
子
ど
も
た
ち
に
も
見
せ
て
あ
げ

て
く
れ
ま
せ
ん
か
？

「
勝
山
エ
コ
ラ
イ
フ
」コ
ラ
ム

「
勝
山
エ
コ
ラ
イ
フ
」コ
ラ
ム

変わりつつある風景・・・将来に残せるか？変わりつつある風景・・・将来に残せるか？

日
本
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　

研
究
会
全
国
大
会
に参加

し
て
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歴史・文化の匂いを残す “かつやまロマン”

勝山市の玄関口

「勝山駅前広場」がまもなく完成！
　今月中に、県道勝山停車場線の駅前ロータリー整備と踏切
改良工事、駅前広場のテキ６動態展示施設と駅西公園の整備
が完了します。

※駅前ロータリーの供用開始は11月24日（木）午前７時から 整備後のイメージ

日本最古級の電気機関車
「テキ６（テキ６形６号）」の動態展示
　テキ6は、大正9年（1920年）に京福の前身
である「京都電灯福井支社越前電気鉄道部」
によって製造されました。
　当時から奥越地方にも多くの貨車や客車を
引き、地域の発展に貢献しました。

◆勝山駅前広場完成記念式典◆
と　き▶11月23日（水・祝）10：00 ～
ところ▶勝山駅前広場
※当日は、三室小学校児童、勝山南部中学校吹奏楽部、
みむろ太鼓によるアトラクションが披露されます
※縄文の里料理研究会によるバザーが催されます
　（11：00 ～ 14：00）

◆テキ６の始動および記念品の配布◆
　式典終了後の下記の時間に、テキ６を動かします。テ
キ６保存会による説明もあります。
始動時間▶12：30、13：00、13：30、14：00（計４回）

問　都市政策課（市民会館２階）（☎88‐8108）

　勝山駅近くの工場からの温排水を利用して、駅前のロータリー広場や
歩道の融雪を行います。

大阪特殊合金㈱　勝山工場 駅前ロータリー広場

温排水
水槽

不凍液 循環

工場で再利用

熱交換器

駅前ロータリー広場の無散水融雪装置

工事中の様子 今年１月の融雪の様子（左はロータリー、右は歩道）

hisho
環境10%
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「タバコと
　　わたしたち」

「ヒット商品研究所へ
ようこそ！」

弔辞
～劇的な人生を

送る言葉～」

大野　竜三／著
岩波書店

こうやま　のりお／著
講談社

文藝春秋／編
文藝春秋

　健康に悪いとわかっているタバコ
が、なぜ今でも多くの人に吸われて
いるのか？若い時の喫煙は何が問題
なのか？健康障害の実態とこれを防ぐ
にはどうしたらいいのか？を解説する。

　「ガリガリ君」「瞬足」「青い鳥文
庫」。ヒット商品が生まれたきっかけと、
どんな工夫がされているのかを紹介。
舞台裏とともに「遊び・大好き・夢中」
を仕事にする大人たちの姿を伝える。

　わずか数分に凝縮された万感の思い。
故人との濃密な関係があったからこそ語ら
れる、かけがえのない思い出、感謝の気
持ち。作家、政治家、俳優、漫画家など、
２０世紀を彩った５０人への名弔辞を収録。

「あっこと僕らが
生きた夏」

「おうさまジャックと
ドラゴン」「寄りそ医」

有村　千裕／著
講談社

ヘレン・オクセンバリー／絵
　　岩崎書店

中村　伸一／著
メディアファクトリー

　私が死んだら、グラウンドの空にいるから
－。大分県・楊志館高校の２年生で、野球
部マネージャーだった“あっこ”。２００８年夏、
がんの治療をやめ、「最後の夏」を仲間と一
緒に生きることを決断したノンフィクション。

　王様ジャック、将軍ザック、チュッパ王
子は、ダンボールや、古いシーツでお城
を作った。ところがそこへドラゴンがやって
きて３人は一日じゅう、たたかった。その夜、
みんなでお城に泊まろうとしたけれど…。

　人口3000人の福井県名田庄地区で、ただ
一人の医師として赴任。神の手はない。誇れる
専門分野もない。大病院にも勤めていない。し
かし、地域の絆をベースにした「自宅で大往生」
を可能にした20年間の感動ノンフィクション。

一般図書 中高生図書 こども図書

勝山市立図書館　☎88－6000
ホームページ　http://tosyokan.city.katsuyama.fukui.jp/

おすすめ図書おすすめ図書

野
村
徳
七
と
成
器
女
子
校

「
校
舎
建
設
記
念
の
碑
」

（133）

　

昭
和
四
十
七
年
ま
で
成
器
女
子
校
は
中

央
公
園
と
教
育
会
館
の
位
置
に
あ
り
、
校

門
を
入
っ
た
左
側
に
「
校
舎
建
設
記
念
の

碑
」
が
建
っ
て
い
た
。
こ
の
大
き
な
碑
は
、

現
在
、
市
民
会
館
の
後
ろ
に
見
ら
れ
る
。

　

明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
二
月
十

四
日
午
後
零
時
四
十
分
頃
、
校
舎
南
館
一

棟
が
屋
上
に
積
も
っ
た
雪
の
重
み
に
耐
え

き
れ
ず
倒
壊
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
児
童
一

人
が
死
亡
、
十
人
が
軽
傷
を
負
っ
た
。
し

か
し
、当
時
の
勝
山
町
は
同
二
十
九
年
（
一

八
九
六
）
の
大
火
後
で
財
政
が
逼ひ
っ

迫ぱ
く

し
て

お
り
、
校
舎
の
後
片
付
け
も
ま
ま
な
ら
な

い
状
況
で
あ
っ
た
。

　

同
年
四
月
下
旬
、
野
村
徳
七
は
婦
人
と

子
供
を
連
れ
て
、
亡
母
（
元
勝
山
藩
士
山

内
村
右
衛
門
の
娘
）
多た

幾き

の
故
郷
で
あ
る

勝
山
町
に
来
て
い
た
。
そ
の
事
情
を
知
っ

た
徳
七
は
、
巨
額
の
援
助
を
申
し
出
て
莫

大
な
建
築
費
を
負
担
し
、
南
館
校
舎
一
棟

と
屋
内
体
操
場
一
棟
を
建
て
た
。

　

碑
文
に
は
、
こ
の
間
の
事
情
が
記
さ
れ

て
お
り
、「
君
の
母
は
十
四
に
し
て
大
坂

に
出
て
後
君
の
父
に
嫁
す
、
賢
婦
の
誉
あ

り
、
君
の
此
挙
は
蓋け
だ

し
母
の
故
を
以
て
な

り
と
、
又
曰
く
君
天
資
仁
慈
、
貲し

（
財
貨
）

鉅き
ょ

滿ま
ん

を
累か
さ

ね
、
穫か

れ
ば
輙す
な
わち
之
を
公
共
事

業
に
投
じ
、
毫ご
う

も
聲せ
い

聞ぶ
ん

（
名
声
）
を
求
む

る
の
心
な
し
」
と
、
徳
七
の
母
へ
の
孝
と
、

そ
の
才
能
と
人
柄
を
述
べ
、「
此
校
に
出

入
り
す
る
者
、
永
く
君
の
徳
を
懐お
も

ふ
て
敢あ
え

て
諼わ
す

る
ゝ
な
か
ら
ん
こ
と
を
」
と
結
ん
で

い
る
。
末
尾
は
、
同
四
十
四
年
五
月　

題

字
福
井
県
知
事
正
五
位
勲
四
等
中
村
純
九

郎　

撰せ
ん

文
（
文
を
つ
く
る
）
大
野
郡
長
正

七
位
若
杉
喬た
か
し

で
あ
る
。

　

な
お
、
徳
七
は
同
四
十
年
の
株
式
大
暴

落
を
的
中
さ
せ
て
巨
財
を
な
し
、
野
村
財

閥
（
戦
後
解
体
、
現
野
村
証
券
・
り
そ
な

銀
行
・
野
村
総
研
・
東
京
生
命
等
）
の
礎

を
築
い
た
人
物
で
あ
る
。

　

資
料
「
成
器
西
小
学
校
百
二
十
年
史
」

　
　
　

 

「
大
野
郡
誌
」

文
化
財
保
護
委
員　

増
田
公
輔

成器女子校
「校舎建設記念の碑」
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保
存
と
有
効
活
用
を

第
４
回
シ
シ
垣
サ
ミ
ッ
ト
開
催

■
10
月
9
日　

教
育
会
館

　イノシシなどから田畑を守るため、江
戸時代に構築されたシシ垣について考え
るサミットが開催されました。
　勝山市では、北谷町小原地区に存在し
ます。

災
害
時
の
要
援
護
者
受
け
入
れ
を

福
祉
避
難
所
設
置
運
営
協
定

■
10
月
4
日　

市
役
所

緑
豊
か
な
森
を
目
指
し
て

北
陸
電
力
が
苗
木
植
樹

■
10
月
15
日　

雁
が
原
ス
キ
ー
場
ゲ
レ
ン
デ
跡
地

　災害発生時に要援護者を受け入れ、運
営してもらう協定を、勝山市と市内６施
設（九頭竜厚生事業団、大日園、勝山幸
寿会、勝山福祉会、サンビューかつやま、
たけとう病院）が締結しました。

　北陸電力と勝山市、福井県が連携し「企
業の森づくり」として森の整備・管理協
定を調印しました。その後に植樹活動が
行われました。

素敵な花壇で受賞フラワーブラボーコンクール大賞に！
■９月30日　成器西小学校

シングルスとダブルス２冠達成アジアユースジャパン選手権優勝
■10月５日～９日　千葉県千葉市

　山口茜さん（勝山南部中２年）が、見出しの大会
のU－15（15歳以下の部）で国際大会初優勝を飾り
ました。しかも、シングルスとダブルスともに優勝
という快挙でした。
　山口さんは、福井国体に向けての「チーム福井」
強化選手に指定されました。10月15日に福井県生涯
学習館ユー・アイふくいで開催された認定証交付式
では、全選手を代表して「誓いの言葉」を述べまし
た。

山岸市長に優勝報告をする山口さん

成器西小学校の花壇「色づいたカエデ」

　児童・生徒が育てた花壇の出来栄えを競う「フラ
ワーブラボーコンクール」の秋季花壇審査において、
成器西小学校の花壇が最優秀の大賞に選ばれまし
た。
　また、次点の勝山南部中学校が国土交通大臣賞に
選ばれました。


